
eCPMS 操作説明資料 
転院の手順 

CPMSセンター 

第1.3版 2016年2月改定 

CPMS00202PU 

CPMS登録医療従事者用 



2 

 転院先のCPMS登録医療機関でも引き続きクロザリルを投与する場
合、転院元の医療機関では以下の転院手続きを行ってください。 

    

   

 

 

 

    

 

※転院先の医療機関のCPMS登録の有無が分からない場合は、CPMSセ 

  ンターに連絡し、確認してください。   

    

    

転院の手順 転院元の医療機関で行うこと    

①転院先の医療機関へ連絡し、患者登録に必要な情報や
次回検査期限の引き継ぎを行い、転院先医療機関への初回
の来院日（検査日・初回処方日）を決定させる。 

 

②転院元の医療機関での最後の検査日当日中に、eCPMS

で転院の報告を行う。 

CPMS00202PU 
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転院の手順【転院元】 転院先への連絡 

 転院元の医療機関は、転院先の医療機関のCPMSコーディネート業
務担当者及びCPMS登録医師へ連絡し、患者情報や次回検査期限
等の引継ぎ、転院先医療機関への来院日の決定を行います。 

 

転院先 

医療機関 

■次回検査期限 

■転院先医療機関への 

 初回の来院日 

 （検査日・初回処方日） 
■患者登録に必要な情報 
・姓名／生年月日／血液型／性別 

・治療抵抗性と判断した内容  など 

※内容の詳細は次ページ参照 

連絡・引き継ぎ 

転院元医療機関の 

CPMS登録医または 

CPMSコーディネート業務担当者 

CPMSセンターWeb site 「CPMSサ
ポート資材」ページに「CPMS転院
患者情報伝達用FAXフォーム」が
ございます。FAXで情報伝達を行
う場合には是非ご活用ください。 

CPMS00202PU 
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転院の手順【転院元】 引き継ぐ患者情報 

【登録要請患者】 
・患者イニシャル 
・患者名等（任意） 
・性別 
・血液型 
・生年月日 

【血液検査結果】 
・検査実施日 

・白血球数 

・好中球数 

・血糖値の測定時 

・血糖値 

・HbA1c(NGSP値) 

・内科医との相談（プロトコールCの場
合必須） 

【反応性不良】 
・薬剤名 
・投与量 
・CPZ換算量(※) 

【耐容性不良】 
・薬剤名 
・副作用（複数回答可） 

どちらか 

一方 

または 

両方 

転院元から転院先へ必ず引き継ぐ内容 

転院元から転院先へ引き継ぐか、または転院
先で新たに検査を行い入力 

（※引き継ぐ場合は登録票に記載されている検
査値ではなく、 直近の検査値） 

転院元から転院先へ必ず引き継ぐ内容 

報告書番号0000： 登録票 

（※）反応性不良の場合の「CPZ換算量」につ

いては、リスペリドン、ペロスピロン、オランザ
ピン、クエチアピン、アリピプラゾール、パリペ
リドン、ブロナンセリンは登録票にCPZ換算

量の自動計算機能が付いているため、伝達
は必須ではありません。 

※その他、「次回検査期
限」の引き継ぎと、「転院
先医療機関への初回の
来院日（検査日・初回処
方日）の決定」を行ってく
ださい。 
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転院の手順【転院元】 転院の報告 

投与日数は、転院先 
医療機関へ来院する 
日までの分とする 
(最大で次回検査期限 
までの日数分） 

転院理由等を入力する 

 
 
 
 
 
 

転院先医療機関名（必須）、 
転院先医療従事者名、 
クロザリル継続の有無（必須） 
を入力する 

※転院の報告を行わ
ないと、転院先医療機
関で患者登録を行うこ
とができませんのでご
注意ください。 

CPMS00202PU 
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 転院の報告書送信後も、該当する患者さんの過去の報告書を閲覧す
ることができます。患者一覧画面では転院した患者さんは非表示にな
りますので、「検査終了患者・転院患者以外を表示」のチェックをはず
し、「検索」を押して表示させてください。 

 

転院の手順【転院元】 過去の報告書 
CPMS00202PU 
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 転院先の医療機関では、引き継いだ「次回検査期限」までに以下のこ
とを行ってください。 

    

    

 

 

 

※②、③を同日に行わない場合は、下記の点に留意し、CPMS規定に従っ
て報告してください。 

 － 登録票に記載する白血球数、好中球数、血糖値、HbA1c(NGSP値)は4週間
以内の検査結果を使用します。転院元の医療機関から直近の検査伝票を引
き継ぐ場合は代用可能です。（血糖値・HbA1c(NGSP値)のプロトコールにより
4週間以内に検査を行っていない場合も直近の検査値を代用してください。） 

  － 患者登録を行った後、転院元の療機関から引き継いだ次回検査期限以内に
採血を行い、その日のうちに検査報告と初回処方を行ってください。 

   

    

    

転院の手順 転院先の医療機関で行うこと    

①文書による同意の取得 

②eCPMSへの患者登録（登録票の送信） 

③初回処方前にeCPMSにて検査の報告（報告書の送信） 

CPMS00202PU 
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同意取得後、転
院元医療機関で
の直近の血液検
査結果をもとに

eCPMSにて 
患者登録 

 転院元の医療機関での転院報告日以後、次回検査期限までにいず
れかのパターンで必要事項を行ってください。 

転院元 
医療機関 

転院の手順 転院先の医療機関で行うこと    

      
転院先 
医療機関 

     

規定の検査間隔 

採血・検査 
eCPMSにて 
転院報告 

 
・転院先医療機関
における初回処方
日までの日数分を
処方 
・転院先医療機関
へ患者情報・次回
検査期限等を引き
継ぐ 

検査日 

（転院報告日） 
次回検査期限 

採血・検査 
患者登録 
初回報告 
初回処方 

採血・検査 
初回報告 
初回処方 

パターン２： 

先に患者登録
を行い、後日初
回報告と初回
処方を行う。 

パターン１： 
すべて同日に行
う（同意取得も同
日またはこの日
までに行ってお
く）。 

パターン1 

パターン2 

※青字： eCPMSで行うこと 

CPMS00202PU 
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 患者さんの同意を取得後、「次回検査期限」までにeCPMSで患者登録を
行います。 

 一次承認者は登録票のクロザリル治療歴の「継続（転院）」にチェックし、
必要事項（次ページ参照）を入力の上「確認する」ボタン（画面下）を押し
ます。（旧患者登録番号を入力する必要はありません。） 

 

転院の手順【転院先】 患者登録① 
CPMS00202PU 
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転院の手順【転院先】 患者登録画面 

【登録要請患者】 
・患者イニシャル 
・患者名等（任意） 
・性別 
・血液型 
・生年月日 

【血液検査結果】 
・検査実施日 

・白血球数 

・好中球数 

・血糖値の測定時 

・血糖値 

・HbA1c(NGSP値) 

・内科医との相談（プロトコールCの場
合必須） 

【同意の取得】必ず文書による同意 

・同意の取得（はい） 
・同意日 

【反応性不良】 
・薬剤名 
・投与量 
・CPZ換算量(※) 

【耐容性不良】 
・薬剤名 
・副作用（複数回答可） 

どちらか 

一方 

または 

両方 

転院元から引き継いだ情報を入力 

必ず転院先で同意を取った内容を入力 

転院元から直近の検査結果を引き継ぐか、
転院先で新たに検査を行い入力 

転院元から引き継いだ情報を入力 

報告書番号0000： 登録票 

・クロザリル治療歴： 継続（転院） 

転院先で新たに入力 

登録票の画面は、新
規・継続（転院）・再登
録のいずれの場合も
同じです。 

（※）反応性不良の場合の「CPZ換算量」につ

いては、リスペリドン、ペロスピロン、オランザ
ピン、クエチアピン、アリピプラゾール、パリペ
リドン、ブロナンセリンは登録票にCPZ換算

量の自動計算機能が付いているため、伝達
は必須ではありません。 

CPMS00202PU 
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 確認のためのワーニングメッセージが表示されます。間違いがなけれ
ば「承認する」ボタンを押します。 

転院の手順【転院先】 患者登録② 

ｸﾘｯｸ 

CPMS00202PU 
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 二次承認者は、登録票の内容を確認後「承認・送信」ボタンを押すと  
「ワーニング確認」画面に移りますので、間違いがなければ「確認済み
」にチェックを入れて「承認・送信」ボタンを押してください。 

 

転院の手順【転院先】 患者登録③ 

ｸﾘｯｸ 

確認済みに 
チェックを入れる 

✔ 

CPMS00202PU 
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 患者登録時にワーニングがあるので、二次承認・送信後も患者登録番
号は自動発番されず「要請中」と表示され、記載可能な報告書が表示さ
れません。登録票の二次承認が終わりましたらCPMSセンターへご連絡
ください。CPMSセンターで登録票の内容を確認後、患者登録番号を発
番し、報告書に記載できるようにいたします。 

 

転院の手順【転院先】 患者登録④ 
CPMS00202PU 
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 CPMSセンターでの転院手続き（患者登録番号の発番）後、初めて検査
報告を行うまでは、最新のクロザリル処方が「転院」になっているため
患者一覧で非表示ですが、「検査終了患者・転院患者以外を表示」の
チェックをはずして「検索」を押すことで、表示させることができます。 

転院の手順【転院先】 患者一覧の表示 
CPMS00202PU 
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 CPMSセンターで転院手続き（患者登録番号の発番）が完了すると報
告書への記載が可能となりますので、次回検査期限までに報告書の
記載・送信をお願いいたします（採血日当日中）。 

 該当の患者さんの転院元の医療機関における過去の報告書も閲覧
できるようになります。 

転院の手順【転院先】 過去の報告書 

転院元医療機関に 
おける過去の報告書 

記載可能な報告書： 次回検査期限までに検査を行い、 
その内容をその日のうちに記載・送信してください。 

⇒ その後、患者さんへクロザリルを 
払い出してください。 

CPMS00202PU 



≪参考資材≫ 
CPMSチェックリスト 

転院 必要事項チェック用 

◎  チェックリスト③ 転院（転院元用） 

◎  チェックリスト④ 転院後 患者登録（転院先用） 

◎  チェックリスト⑤ 転院後 投与開始（転院先用） 

第1.3版 2016年2月改定 

CPMS00202PU 

当CPMSサポート資材は 
CPMSセンターWeb siteに掲載されています 
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≪参考資材≫ 
CPMS転院患者情報伝達用 

FAXフォーム 

◎  送信面 

◎  解説面（裏面） 

第1.3版 2016年2月改定 

CPMS00202PU 

当CPMSサポート資材は 
CPMSセンターWeb siteに掲載されています 
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